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Center for the Studies of Higher Education, Nagoya University 

講演要旨 
  

 日本のティーチング・アシスタント（ＴＡ）制度

は、アメリカのそれをモデルとしながら文部（科

学）省主導による大学・大学院における制度改

革、ないしは教育方法の改革といった文脈から

提起されたものである。本報告は、日米のＴＡ

制度における研修・養成、業務内容、給与・待遇

などの差異に注目しながら、ＴＡ制度から見た

日本の学部・大学院教育のあり方の可能性と限

界を検討するものである。今、日本の大学に問

われていることは、アメリカの制度の模倣ではな

く、それぞれの大学における独自の取り組みと

制度化であろう。 

日時：2006年11月21日（火） 

         16時～18時 

場所：名古屋大学 東山キャンパス 

   文系総合館 5階 

   会議室 509 

言語：日本語 

お問い合わせ： 

         夏目（内線5693) 

         natsume@cshe.nagoya-u.ac.jp 

 

 

北野 秋男 氏 

 日本大学文理学部教授 

日米のＴＡ制度の現状と課題 
 

 

 


